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日本語学習者のためのローマ字表記によるカタカナ語からの英単語検索
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It is difficult for leamers of Japanese to understand meanings of katakana words， because 

pronunciation of loan words written by katakana differs仕omits original English pronunciation. 

This paper in仕oducesa support system for understanding of katakana words using transliteration 

katakana into English based on the romanization of Japanese. Furthermore， effectiveness of the 

system was evaluated. 
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1. はじめに

日本語を母語としない者にとって，カタカナ語の

意味を理解するのは困難がともなう.その一因とし

て，カタカナ語の音がもとになった単語の発音と異

なっていることが挙げられる.一方，専門用語等で

のカタカナ語の使用頻度は高く，日常的にも，カタ

カナ語が使用される機会が多くなっており，外来語

辞書にないものも増えている.現在使用されている

カタカナ語の約 80%は英語起源であるといわれ，カ

タカナ語は，カタカナ英語と言し、かえてもよいほど

である[1].

一般的に，英語をカタカナ表示する場，二つの方

法がある.一つは英語の発音をもとに，最も近い音

を割り当てるという方法である. しかし，日本語は

英語と比較して母音が少なく子音も異なるため，正

確に英語の音を写すことができない.もう一つは，

本来の英語発音ではなく，英語表記のローマ字読み
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を割り当てる方法である.実際には，これらの混用

によって，カタカナ語を生成している.このため，

カタカナ語の音は，もとの単語の音とかなり異なる

のが普通であり，複数の読みが存在することも珍し

くない.これらのことが， 日本語を母語としない者

のカタカナ語の理解を困難にしている.

このように，カタカナ語において英語起源のカタ

カナ語からもとの英単語を検索するシステムは，カ

タカナ語理解を支援すると思われる.そこで， 日本

語学習者を想定しての入力しやすさ，システムとし

ての使いやすさ，簡潔性などを考慮、した支援システ

ムの検討を行った.前論文[2]では，検討結果をもと

に，ローマ字表記からもとの英単語を検索してカタ

カナ語理解を支援するシステムを試作し，その有効

性を評価した.本論文では，前論文で述べられなか

ったシステムの詳細について報告する.

2. ローマ字表記による検索

従来の方法では，検索にカタカナ表記を使用した

ものが多い[3)，[4] カタカナ表記は日本人にとっては

なじみやすいものである. しかし，本研究では，日

本語学習者を想定していることと，子音と母音が明

示的に表示されるローマ字表記の特d徴により，入力

にローマ字表記を採用した.
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ローマ字以外の文字で書かれたものをローマ字

で表記することは国際的な理解のために一般に行

われており，日本語のローマ字表記に関する国際

規格もある.また 日本語の学習時に，読みをロー

マ字で表記することも一般に行われている.した

がって，日本語を母語としない使用者には，カタ

カナでの入力よりも，ローマ字表記による入力の

ほうがなじみやすいと思われる [5]，

さらに，日本語を入力する場合ローマ字入力が

標準であるシステムが増えており，システムによっ

てはカタカナでの入力をするために，日本語の入

力システムが必要なものもある.ローマ字表記を

用いると，日本語の入力システムは基本的には必

要なく，システムが簡便になる.

また，ローマ字表記の特徴として，子音と母音

が明示的に表記されるということがある.これに

より，子音と母音を分けて処理をすることができ，

二重母音の処理等の変換を効率よく行うことがで

きる.その結果 カタカナ表記から直接検索する

場合よりも，変換のための規則数が少なく済み，効

率よく検索をすることができる.

ローマ字表記にはヘボン式と訓令式の二つがあ

るが，ここでの入力はヘボン式を基本とし訓令式

でも可とした.ヘボン式は日本語のローマ字表記と

英語式の発音の関係を意識してつくられている.そ

のため英語起源のカタカナ語をローマ字表記する

場合，ヘボン式のほうが入力しやすく処理もしやす

いからである.国際規格としては， 1803602:1989 

があるが，ヨ1/令式を基礎としているため採用しな

かった.ヘボン式表記の詳細については，文献 [5]

によるものを使用した.これは 英国規格を基礎

としている.文献 [5]にない表記については，英国

規格を参考とした.ローマ字表記とカタカナ表記

の相互変換は容易であり，検討したシステムでは，

入力されたローマ字表記について入力文字列の確

認のため，別途変換を行ってカタカナ表記も表示

した.

3 システム

本システムの構成を図 lに示す.ローマ字表記

で入力されたカタカナ語は， rローマ字表記一英語

変換規則」を適用するための「中間表記」に変換

される， r変換規則処理系」では，中間表記に対し

て先頭から順に変換規則を適用し，候補となる英

単語を英語辞書から検索していく.カタカナ語“

ローマ字表記
カタカナ語入力

例 fijikkusu

英単語

例 :physics 

図 1:システムの構成

フィジックス"に対応する英単語の検索を例とし

て，システム各部における処理，及び表記の詳細

について以下に述べる.

3.1 ローマ字表記入力

入力表記についてはヘボン式を基本としている

が，キーボードからの入力であることから，以下

の点で手書きの場合の表記と異なる表記を用いた.

長音に関しては，ローマ字表記の標準的な表記法

では入力が困難なので，母音字の連続(“aa"等)で

表記するようにした.楼音についてはすべて“nn"

とした.促音については，ヘボン式では，“ c"の

場合のみ“cc"ではなく“tc"とするが，すべて直

後の子音字の連続(“タッチ・ tacchi"等)とした

ヘボン式といっても表記の詳細については，異

表記が存在するので，詳細については，文献 [5]に

よるものを基本表記とした.“チ"は“chiぺ“ジ"

は411“ズ"は“zu"のみとし，“テイ"を“ti"，“

ディ"を“di"，“ドゥ"を“du"とした.基本表記

と競合しない範囲で，訪"令式の表記も認識するよ

うにした.たとえば “シ"は“ shi"と“si"のど

ちらでも入力可能である.これら注意の必要な表

記に関しては，指針として使用時に表示するよう

にしている.

検索語“フィジックス"はローマ字表記で“自・

jikkusu"と入力する.



3.2 中間表記生成

「中間表記生成Jでは，入力されたローマ字表

記をローマ字表記一英語変換規則を適用するため

の中間表記に変換する.中間表記は，“sofu to"の

ように変換規則を適用するまとまりごとにスペー

スで区切られている.スペースで区切られた中間

表記の 1単位は，基本的には日本語の 1音節に対

応している.ただし，二重母音，促音，及び二音

節をひとまとまりとする表記については，ローマ

字表記一英語変換規則を効率よく適用できるよう

に音節とは異なる区切りの中間表記に変換する.

二重母音とは，ローマ字表記で“aiぺ“ei"など，

異なる母音字の連続で表記されるものである.大

部分は英語発音での二重母音に対応する.中間表

記に変換する際には，母音部分をまとめて，“kai"

→“k ai"のようにする.英語での二重母音ではな

いが，“ea"もこの分類にいれた.

促音については，二つの中間表記を生成してい

る.一つは入力確認用のカタカナ表示を生成するた

めの表記で，促音を“xtu"とし，たとえば“hatto(ハ

ット)"→“haxtu to"としている.もう一つは，実

際にローマ字表記一英語変換規則を適用する表記

で，促音を示す“xtu"を削除し，“hato"として

いる.これは，日本語学習者にとって促音の有無

の判定が難しいので，促音を入力しなくても候補

を提示できるようにするためである.促音の問題

については，考察において詳しく述べる.

二音節をひとまとまりとする表記は，“kusu"， 

“ku shi"など，主に元の英単語の綴が“x"を含む

ものである.これらは，中間表現として“x"，“xi"

など空白を含まない綴に変換される.

入力例の“自jikkusu"は，促音の処理と二音節を

ひとまとまりとする表記の処理の結果，中間表記

“自 jix"に変換される.

3.3 ローマ字表記一英語変換規則

「ローマ字表記一英語変換規則」は，スペース

で区切られた中間表記の一単位とその一単位に対

応する英語の文字列の対である.規則表に記述さ

れた規則数は 266である.これはヘボン式ローマ

字表記に司11令式表記を加えたものが 127，それぞ

れの長音表記が 127，二重母音に関する変換規則

などの特殊な変換規則が 12である.単語の語頭と

語尾にはそこにだけ現れる綴が存在するので，変

換効率を上げるため，変換規則表は語頭用，語の
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表 1:変換規則

a (a，uぅo，er，e，re)

aa (ar，are，er，earぅur)

ka ( cha，ca，cou，c。ヲcuぅka)

kaa (ker ，car ，cker ，Cl民corぅcal)

五 (島?自，phi，phy)

五i (fee，fea，fie) 

( di，ge，gi，ji，si，zi) 

(ge，gy，jee，sy) 

Zl ( di，ge，gi，ji，si，zi) 

Zll (ge，gy，jee，sy) 

X (x，cs) 

中間部用，語尾用の 3種を用意した.

変換規則の作成は人手により行った.まず，外

来語辞書などを参考に，ローマ字表記の一音節と

対応すると思われる英語綴を抽出した.これを最

初の変換規則として，本システムでローマ字表記

カタカナ語に対応する英単語の検索を行い，不足

する変換規則を追加していった.変換規則の抽出

については，変換速度や精度を考慮し，よく使用

される変換規則に含まれる綴の数が極端に多くな

らないよう考慮した..そのため，英語の音節とは

異なる分割をしたものもある.たとえば，“a-ja-

Slトto(アジャスト)"の場合，もとの英単語の音節

としては，“ad-just"であるが，“a"に対応する綴

を増やさないために，変換規則抽出のための分割

としては，“a-dju-s-t"とした.

表 1に変換規則の例を示す.左側が中問表記の一

単位，右側カが宝対応応、する英語綴であるふ.“a向jikku口叩us叩u(フ
イジツクス)"の中間表記である“官白 jix"の“

4“1市'j下j封i"，4“4冨x"に対する変換規則が含まれている.

3.4 英語辞書

「英語辞書Jは，検索用インデックスと英単語

の組である.検索用インデックスは， I変換規則処

理系」で行う検索のための英語綴である.検索を

容易にするために， rr， 11など文字の重複を検索

に問題がない範囲で一文字にしてある.実際の辞

書はフリーで使用することのできるものを前述の

ように加工して用いた.語数は約 24万語である.

表 2に英語辞書の例を示す.
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表 2:英語辞書

answer， answer 

borow， borrow 

cofee，co百ee
cuting，cutting 

folow，follow 
physics，physics 

succes，success 

3.5 変換規則処理系

「変換規則処理系jでは，中間表記に対して，先

頭、から区切りごとに順次ローマ字表記一英語変換

規則を適用して英語辞書を検索し，候補となる英

単語を絞っていく.図 2に“自jikkusu(フィジック

ス)"の中間表記“自 jix"に対する検索アルゴリズ

ムの適用例を示す.

まず，最初の変換規則に一致する検索用インデッ

クスを持つ英単語を辞書から抽出する.この集合

内の英単語の検索用インデックスから検索に使用

した規則の綴を削除する.次のローマ字表記一英

詩変換規則を新しい検索用インデックスに適用し，

対応する綴を持った英単語だけを残す.集合内の検

索用インデックスと英単語の組に対し，この手続を

くり返し適用する.すべての変換規則の適用が終

了した時点で，検索用インデックスが空であるもの

が，完全一致で候補となる英単語である.完全一致

するものがなかった場合検索に失敗する直前に集

合内に残っていた英単語を候補として出力する.た

だし，ローマ字表記での音節数が2以下のものにつ

いては，変換規則から生成される単語綴すべてにつ

いて完全一致検索を行う.たとえば，“puuru(プー

ル)"の場合，変換規則 puu(poo，pu)，ru(le，l，re)か

ら生成することのできる全ての綴， poole， pool， 

poore， pule， pul， poreについて完全一致検索を

行う.これは，音節数の少ない単語では，検索に

失敗した場合に多数の不適な候補を出力する可能

性があるからである.

本システムで，実際にカタカナ語“フイジック

ス"を検索した結果を図 3に示す.ローマ字表記

で“自jikkusu(フィジックス)"と入力すると，カタ

カナ表示とともに，“フィジックス"のもとの英単

語の候補を表示する.

日!ix斗 変換規目iJ ) 

日(fe，fi，phi，phy)

ji (di，ge♂ji，si，zi) 

x (x， cs) 

出力

図 2:検索アルゴリズム

溢議議議機議議畿溢鋪繊磁溢編融麟轍欝器購嬬離選

図 3:検索例

4 評価

和製英語，短縮語，空白やハイフンで区切られ

た複合語，固有名詞ではない英語起源のカタカナ

語について変換率を評価した.システム入力とな

るカタカナ語は，テキストベースのフリーの和英

辞書 EDICTのカタカナ語見出しのものを使用し

た.カタカナ語見出し 12233語のうち，上記条件

を充たすものは 7119語あり，その中から 1463語

を無作為抽出した.この抽出したカタカナ語につ

いて，カタカナ表記をローマ字表記に自動変換し

て入力として使用した.評価した結果を表 3に示

す.また，評価結果の各項目の例を表4にしめす.

正しい候補とは 評価に使用した辞書に記載さ

れている元の英単語と検索結果が一致するものを

いう.正しい候補を含むとは，正しい候補以外に，

似た音の単語が出力されるものをいう.正しい候

補のみは全体の 53.1%，正しい候補を含むものは

24.7 %であり， 77.8 %において，正しい候補を提

示できた.正しい候補の一部とは，検索語の派生



表 3:変換率評価結果

全語数 1463語-

正しい候補のみ 777語 53.1 % 

正しい候補を含む 362語 24.7 % 

正しい候補の一部 108語 7.4 % 

不適な候補 204語 13.9 % 

語や，複合語である場合にはその一部などをいい，

7.4 %を占めた.不適な候補とは，明らかに間違っ

た候補や，検索が失敗した時点で 20以上候補が

残ったもの，候補が存在しなかったものである.

さらに，日本語を母語としない人の評価を得る

ため，研究室に在籍する中国人留学生に実際に使

用してもらった.評価としては，カタカナでの入

力よりもローマ字での入力のほうが，使いやすい

ということで、あった.これは，日本語の読みを学習

する際にローマ字表記を用いるからだそうである.

また，中国語でも読みを表記する場合にピンイン

というアルファベット表記を使用するので，ロー

マ字表記はなじみやすいとのことである.

中国語を母語とする人の場合，判別が難しい音

として，促音(例:“ハット"か“ハト"か)があ

る.{足音については，このシステムでは促音なし

でも正しい単語を候補としてあげるので，使いや

すいという評価を受けた.複数の候補については，

各候補に順位づけや使用可能性を表示してもらえ

るとわかりやすいとのことであった.

5 考 察

入力表記にローマ字表記を用いた簡潔なシステ

ムで78%程度の単語について正しい候補が得られ

た.また， 7 %については，正しい候補は得られ

なかったが，検索語の派生語や，複合語である場

合にはその一部など候補を類推できるような結

果が得られた.短い検索語については，外来語辞

書にあるものと同時に 類似の発音をする他の単

語が出力される場合が多い.明らかに誤った候補

が出力された場合の原因としては，以下のような

問題が考えられる.

(1)促音の問題

短い検索語について，正しい候補とともに明ら

かに誤った候補が出力される主な原因として，促
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表 4:評価結果の各項目における例

例 1:正しい候補のみ

カタカナ語 I dainamiku8u(ダイナミクス)

和英辞書EDICTI dynamic8 

検索結果 dynamic8 

例 2:正しい候補を含む

カタカナ語 I hatto(ハット)

和英辞書 EDICTI hat 

検索結果 I hat，hut，hotぅhate

例 3:正しい候補の一部

カ夕カナ語 la訂180ωre伺倒eta(アイソレ一夕)

和英辞書 EDICTI is叫olat刷e白I

検索結呆 i801ate 

例 4:不適な候補

カタカナ語 I arukoor叫アルコール)

和英辞書EDICTI alcohol 

検索結果 alcalde，alcaldia 

音の問題がある.促音は，英語をカタカナで表記

する場合，日本語としての語調の問題で，閉鎖音，

破裂音，摩擦音の前で，かつ単母音の後に挿入さ

れる場合が多い. しかし，日本語学習者には，促

音が入るか入らないかの区別が困難である.また，

綴の対応による変換規則では，変換規則として促

音を考慮する必要はないと考えられる.そこで，こ

こでは促音表示を取り除いたものに変換規則を適

用している.促音の削除は，長い綴では問題ない

が，二音節程度の短い綴では 不要な候補を挙げ

る原因となる(例:hatto→ hat， hot， hut， hate). 

二音節程度の単語では，促音が入るのは最後が子

音字で終わるケースが多い.また 促音が省かれ

た場合(例:hato)でも，促音がはいるケースか

どうか判定は可能で、ある.これにより，例にあげ

た場合では，“hate"が除外される.このように，

促音の問題は，入力パターンによる選別規則を作

成し，候補の単語を選別することで解決できると

思われる.

(2)変換規則の問題

不適な候補については 原因のーっとして変換
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規則に必要な綴が存在しなかった場合がある.本

システムの場合，変換規則に綴を記載しておけば，

検索可能である.変換規則の抽出は，人手で、行っ

ているので，現時点では，まだ，洩れている綴が

存在する.稀にしか出現しない綴に関しては，あ

えて記載しなかった.稀にしか出現しない綴もす

べて記載しておくと，変換に使用する綴の数が多

くなり，検索に時間がかかるようになるからであ

る.綴をどこまで記載するかは，変換速度を考え

決定する必要がある.

(3)辞書の問題

不適な候補のもう一つの原因としては，正しい

候補を生成する規則がありながら，英語辞書に単

語が存在しなかった場合がある.正しい候補の一

部を出力する場合も辞書に適切な単語がなかった

ことによる.このケースに当てはまる単語には専

門用語が多い.従って，検索に使用するテキスト

ベースの英語辞書を選ぶことにより，解決できる

と思われる.本システムの手法は，カタカナ語に

対応する英単語がテキストとして存在すれば，高

い確率で候補を得ることができる.従って，辞書

に登録されていない専門用語などについては，辞

書の代わりに対応分野の英論文テキストを直接検

索し，候補を得るようにすることが可能であると

思われる.

これまでの研究では カタカナ語から英語表記

の候補を推定する方法として カタカナ表記をも

とにしたものが多い.カタカナ表記から直接原表

記の候補を推定する方法 [3]や，発音記号をもと

に，カタカナ表記と英語表記を対応づける方法 [4]

が提案されている.しかし，前者のような方法は，

規則数が多くなる (900程度)という問題があり，

後者の方法では，システムが複雑になる.ローマ

字表記の場合，子音と母音が明示的に表記される

ので，カタカナ表記をした場合よりも二重母音の

処理等の変換を効率よく行うことができ，変換の

ための規則数が少なくてよい.われわれのシステ

ムでの基本的な規則数は 270程度である.また，発

音記号表記については，カタカナ表記では，本来

の英語発音ではなく 英語表記のローマ字読みを

割り当てる場合もある.ローマ字読みからできた

と思われるカタカナ表記に対しては，発音記号を

用いる方法では，対応が困難である.従って，発

音記号を用いるメリットは必ずしもないと思われ

る.候補中に正解を含む場合の変換率は，文献 [3]

が79.4%，文献 [4]が 82.3%である.評価方法が

それぞれ多少異なるため，単純な比較はできない

が，我々の提案システムも，ほほ同程度の変換率

となっている.

ローマ字表記されたカタカナ語を用いたものと

しては，カタカナ語と対応する英単語の組を自動

収集する研究が， Brillら[6]によって報告されて

いる.これは，ローマ字表記されたカタカナ語を

もとの英単語のミススペルとみなして対応を学習

させ，検索エンジンで収集したログからカタカナ

語と対応する英単語の組を自動収集するものであ

る.任意のカタカナ語の変換率としては 70%以下

である.もともとカタカナ語は英単語の音表記の

性格が強いので，綴としての対応には限界がある

と思われる.本論文では 基本的な変換は音節単

位であり，変換規則としては我々の手法のほうが

精度が高いと思われる.

6 今後の課題

現時点では，簡素な GUIインターフェイスから

の検索か，テキストベースのコマンドラインから

の検索となっている.実際に広く使用してもらう

ために， webでの使用を検討し， CGIを用いたイ

ンターフェイスを構築中である.また，検索方法

を改善し，より速く検索できるようにすることも

キ食言すしている.

和英辞書 EDICTに含まれるカタカナ語で，英

語起源と思われる語で固有名詞でも短縮語でもな

いものは 10095語である.この内の約 30%にあ

たる 2976が空白やハイフンを含む複合語である.

カタカナ語を検索する場合，こういった複合語を

検索できることも必要であろう.

空白やハイフンを含む複合語を多数収録する英

語辞書があれば，このシステムで検索可能である.

しかし，今回使用した和英辞書 EDICTに含まれ

るこのタイプの複合語について一部を調べたとこ

ろ，個々の単語は英語でありながら，複合語とし

ては，和製英語と思われるものの比率が高かった.

そのため，複合語と思われるカタカナ語を検索で

きるためには，単語の切れ目を検出し，前後の単

語を別々に検索するなどの工夫が必要で、ある.



7 おわりに

検索にローマ字表記を用いることにより，実装・

使用が簡単なシステムを実現し，日本語学習者の

カタカナ語理解の支援として有用であることを示

した.また，このシステムは，カナ発音から英単

語を検索する辞書として利用することもでき，英

語学習の支援としても使用できると思われる [7].
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